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NEW PRODUCT INFORMATION

モジュール型調節計
シリーズSRJ

J-TI

J-TI

J-CVM

J-CVM

J-CVM

J TI

システム構成

●Max.5A SSR搭載
SSRユニット（J-CVM）は最大容量5AのSSRを8点搭載。
※内蔵SSR出力8点　外部SSR駆動トランジスタ出力8点

ヒータ部にSSRユニット（J-CVM）を分散配置させ、
ヒータへ直接接続。
J-TIとJ-CVMはケーブル1本で連結接続可能。
しかも全ての入出力はコネクタ接続のため、
配線工数が最小限で済みます。

●セパレート型で省配線

温調構成可能点数
最大64CH

～

温調 CH1
センサ⼊⼒

（マスタ）

（スレーブ）

温調 CH2

温調 CH16

内部SSR出⼒
(ヒータ1)

外部SSR
(ヒータ9〜16)

内部SSR出⼒
(ヒータ2)

内部SSR出⼒
(ヒータ3)

ヒータ電源

J-TI・J-CVM電源
DC24V

内部SSR出⼒
(ヒータ4)

内部SSR出⼒
(ヒータ5)

内部SSR出⼒
(ヒータ6)

内部SSR出⼒
(ヒータ7)

内部SSR出⼒
(ヒータ8)

外部SSR駆動出⼒

RS-485

DC24V
J-CVM電源

J-CVM通信

J-TI内部通信

J-TIホスト通信

RS-485

RS-485

トランジスタ
最⼤8台

●J-TI…J-CVM接続（J-CVM通信・電源）ケーブル

●J-TI内部通信ケーブル

各種専⽤ケーブル

●J-CVM外部SSR駆動出⼒接続ケーブル

●J-CVMヒータ電源接続ケーブル

J-TI（スレーブ）

（J-TI最⼤計４台）
最⼤3台

温調 CH3

※J-CVM各内部SSR出⼒(ヒータ1〜ヒータ8)に割り付ける温調CH番号は、
 J-CVM前⾯ロータリースイッチにて対応する温調CHを割り付けます。

※J-TIは、内蔵のディップスイッチでマスタとスレーブに切換可能。
 最⼤4台のJ-TIをマルチドロップ接続して最⼤64CHの温調CHを
 利⽤可能。

※J-CVM各外部SSR 駆動⽤オープンコレクタ出⼒に割り付ける温調CH番号は、
 J-TI通信データの「外部SSR 駆動⽤トランジスタ出⼒選択」で設定します。

W-CF-S01-AC-□□□□

●J-TI電源ケーブル

W-CF-P01-AC-□□□□

W-CF-P02-AC-□□□□

W-BF-02-□□□□

W-CF-N01-AA-□□□□

□□□□：ケーブル⻑ （単位：mm）
※ケーブル⻑は1000（1m）/3000（3m）/5000（5m）から選択可能

J-CVM
8ch内部SSR出力
8ch外部SSR出力

SSRユニットSSRユニット

J-TI-A

J-TI-B

温度⼊⼒モジュール温度⼊⼒モジュール

（スリムタイプ）（スリムタイプ）16ch入力
J-TI-C

8ch入力

8ch入力

温調 CH64

J-TI電源
DC24V

※マスタのJ-TIに最⼤8台のJ-CVMを連結可能。
 （内部SSR出⼒・外部SSR駆動⽤トランジスタ
 出⼒それぞれに温調CHを最⼤64CH割り付け
 可能）



⼊⼒レンジコード表
熱電対⼊⼒グループ *  
  K09 0.0 〜400.0℃
  K10 0.0 〜800.0℃
  K11 0.0 〜1300.0℃
  R10 0.0 〜1700.0℃

測温抵抗体⼊⼒グループ *
    D40 0.0 〜400.0℃
    D41 0.0 〜600.0℃
    D42 0.0 〜800.0℃

J-TI J-CVMJ-TI
●⼊ ⼒
⼊⼒点数: J-TI-A: 16 点 (⼊⼒間絶縁)
 J-TI-B/C: 8 点 (⼊⼒間絶縁)
⼊⼒種類・範囲: 熱電対⼊⼒K 0〜400℃、0.0〜400.0/800.0/1300.0℃、
 熱電対⼊⼒R 0.0〜1700.0℃
 測温抵抗体⼊⼒Pt100 3線式 0.0〜400.0/600.0/800.0℃
サンプリング周期:  0.25 秒、1 秒 (選択可能)
●制 御
制御種類:  オートチューニング付ブリリアントⅡPID 制御 (逆動作／正動作)
主な機能
  イベント点数:  2点／⼊⼒チャンネル (出⼒の選択が可能)
  イベント種類:  上限/下限偏差、上下限偏差、範囲内偏差、上限/下限⼊⼒値
  イベント付加機能:  待機動作、イベントタイマ、⼊⼒異常時の動作選択
  その他機能︓ 制御ループ断線警報 (LBA) 
●精度
  ⼊⼒の種類 ⼊⼒の範囲 精度
    K 0 〜333℃未満 ±1.0℃
 333℃以上 ±(0.3% of Reading + 1digit)
    R 0〜400.0℃未満 ±4.0℃
 400℃以上 ±2.0℃
   Pt100 266℃未満 ±0.8℃
 266℃以上 ±(0.3% of Reading + 1digit)
 
●J-TIホスト/内部通信
インターフェース:  EIA 規格 RS-485 準拠
同期⽅式:  調歩同期式
接続⽅法:  RS-485 2線式半⼆重マルチドロップ接続
通信速度: 19200bps または 38400bps
プロトコル:  RKC 通信 または MODBUS-RTU
 ※通信速度とプロトコルについてはホスト通信にて切換
最⼤接続数:  4台 (J-TI)
●⼀般仕様
使⽤周囲温度: －10〜+55℃
使⽤周囲湿度: 5〜95 %RH 絶対湿度: MAX 29g/m3 dry air at 101.3 kPa
電源電圧:  DC 20.4〜26.4 V [電源電圧変動含む] (定格DC 24 V)
消費電流
 J-TI + J-CVM×8台︓最⼤5040mA（DC24V）
 J-TI単体︓ 最⼤160mA（DC24V）
突⼊電流:  20A 以下

●⼊ ⼒
⼊⼒点数: J-TI-A: 16 点 (⼊⼒間絶縁)
 J-TI-B/C: 8 点 (⼊⼒間絶縁)
⼊⼒種類・範囲: 熱電対⼊⼒K 0〜400℃、0.0〜400.0/800.0/1300.0℃、
 熱電対⼊⼒R 0.0〜1700.0℃
 測温抵抗体⼊⼒Pt100 3線式 0.0〜400.0/600.0/800.0℃
サンプリング周期:  0.25 秒、1 秒 (選択可能)
●制 御
制御種類:  オートチューニング付ブリリアントⅡPID 制御 (逆動作／正動作)
主な機能
  イベント点数:  2点／⼊⼒チャンネル (出⼒の選択が可能)
  イベント種類:  上限/下限偏差、上下限偏差、範囲内偏差、上限/下限⼊⼒値
  イベント付加機能:  待機動作、イベントタイマ、⼊⼒異常時の動作選択
  その他機能︓ 制御ループ断線警報 (LBA) 
●精度
  ⼊⼒の種類 ⼊⼒の範囲 精度
    K 0 〜333℃未満 ±1.0℃
 333℃以上 ±(0.3% of Reading + 1digit)
    R 0〜400.0℃未満 ±4.0℃
 400℃以上 ±2.0℃
   Pt100 266℃未満 ±0.8℃
 266℃以上 ±(0.3% of Reading + 1digit)
 
●J-TIホスト/内部通信
インターフェース:  EIA 規格 RS-485 準拠
同期⽅式:  調歩同期式
接続⽅法:  RS-485 2線式半⼆重マルチドロップ接続
通信速度: 19200bps または 38400bps
プロトコル:  RKC 通信 または MODBUS-RTU
 ※通信速度とプロトコルについてはホスト通信にて切換
最⼤接続数:  4台 (J-TI)
●⼀般仕様
使⽤周囲温度: －10〜+55℃
使⽤周囲湿度: 5〜95 %RH 絶対湿度: MAX 29g/m3 dry air at 101.3 kPa
電源電圧:  DC 20.4〜26.4 V [電源電圧変動含む] (定格DC 24 V)
消費電流
 J-TI + J-CVM×8台︓最⼤5040mA（DC24V）
 J-TI単体︓ 最⼤160mA（DC24V）
突⼊電流:  20A 以下

●出 ⼒
出⼒点数:  16 点 (OUT1〜OUT16)
出⼒の割付:  OUT1〜OUT8: ヒータ出⼒（SSR出⼒）
 OUT9〜OUT16: 外部SSR 駆動⽤出⼒（DC24Vトランジスタ出⼒）
出⼒種類
 SSR出⼒:  出⼒⽅式: AC 出⼒ (ゼロクロス⽅式)
  許容負荷電流:  J-CVM-3: 3A /点 (⾃然冷却)
 J-CVM-5: 5A /点 (外部ファンによる冷却、⾵量1.9 m3/min)
  負荷電圧:  AC 35〜240V
  最⼩負荷電流:  100mA
  ON 時降下電圧:  1.5V 以下 (最⼤負荷電流時)
  OFF 時漏れ電流:  5mA 以下 (AC 200V 時)
 DC24Vトランジスタ出⼒:  出⼒⽅式: シンク⽅式
  許容負荷電流:  50mA /点
  負荷電圧:  DC 40V 以下
  ON 時降下電圧:  2V 以下 (許容負荷電流時)
  OFF 時漏れ電流:  5μA 以下
 過電流保護:  なし
●⼀般仕様
使⽤周囲温度: －10〜+55℃（但し、40℃以上では最⼤負荷電流を制限すること）
使⽤周囲湿度: 5〜95%RH 絶対湿度: MAX 29g/m3 dry air at 101.3 kPa
電源電圧:  DC 20.4〜26.4V [電源電圧変動含む](定格DC 24V)
消費電⼒:
 トランジスタ出⼒不使⽤時: 最⼤210mA (DC 24V)
 J-CVMを8 台接続しトランジスタ出⼒不使⽤時: 最⼤1.68A (DC 24V)
 トランジスタ出⼒使⽤時: 最⼤610mA (DC 24V)
 J-CVMを8 台接続しトランジスタ出⼒使⽤時: 最⼤4.88A (DC 24V)
突⼊電流:  7A 以下 (DC 24V)

●出 ⼒
出⼒点数:  16 点 (OUT1〜OUT16)
出⼒の割付:  OUT1〜OUT8: ヒータ出⼒（SSR出⼒）
 OUT9〜OUT16: 外部SSR 駆動⽤出⼒（DC24Vトランジスタ出⼒）
出⼒種類
 SSR出⼒:  出⼒⽅式: AC 出⼒ (ゼロクロス⽅式)
  許容負荷電流:  J-CVM-3: 3A /点 (⾃然冷却)
 J-CVM-5: 5A /点 (外部ファンによる冷却、⾵量1.9 m3/min)
  負荷電圧:  AC 35〜240V
  最⼩負荷電流:  100mA
  ON 時降下電圧:  1.5V 以下 (最⼤負荷電流時)
  OFF 時漏れ電流:  5mA 以下 (AC 200V 時)
 DC24Vトランジスタ出⼒:  出⼒⽅式: シンク⽅式
  許容負荷電流:  50mA /点
  負荷電圧:  DC 40V 以下
  ON 時降下電圧:  2V 以下 (許容負荷電流時)
  OFF 時漏れ電流:  5μA 以下
 過電流保護:  なし
●⼀般仕様
使⽤周囲温度: －10〜+55℃（但し、40℃以上では最⼤負荷電流を制限すること）
使⽤周囲湿度: 5〜95%RH 絶対湿度: MAX 29g/m3 dry air at 101.3 kPa
電源電圧:  DC 20.4〜26.4V [電源電圧変動含む](定格DC 24V)
消費電⼒:
 トランジスタ出⼒不使⽤時: 最⼤210mA (DC 24V)
 J-CVMを8 台接続しトランジスタ出⼒不使⽤時: 最⼤1.68A (DC 24V)
 トランジスタ出⼒使⽤時: 最⼤610mA (DC 24V)
 J-CVMを8 台接続しトランジスタ出⼒使⽤時: 最⼤4.88A (DC 24V)
突⼊電流:  7A 以下 (DC 24V)

J-TI-□-□□□-□□□＊N/□
           (1)      (2)          (3)         (4) (5)
(1) チャンネル数
　A: 16 チャンネル
　B: 8 チャンネル
　C: 8 チャンネル（スリムタイプ）
(2) 測定⼊⼒・レンジ (CH1〜CH8)
　□□□: ⼊⼒レンジコード表参照
(3) 測定⼊⼒・レンジ (CH9〜CH16)
　□□□: ⼊⼒レンジコード表参照
 ※J-TI-B、J-TI-Cの場合は「NNN」
(4) 出⼒種類／SCI
 N: なし (J-CVM 出⼒のみ)
(5) TI (センサ⼊⼒)部コネクタ
 N: なし
 C: TI 部コネクタ付き

J-TI-□-□□□-□□□＊N/□
           (1)      (2)          (3)         (4) (5)
(1) チャンネル数
　A: 16 チャンネル
　B: 8 チャンネル
　C: 8 チャンネル（スリムタイプ）
(2) 測定⼊⼒・レンジ (CH1〜CH8)
　□□□: ⼊⼒レンジコード表参照
(3) 測定⼊⼒・レンジ (CH9〜CH16)
　□□□: ⼊⼒レンジコード表参照
 ※J-TI-B、J-TI-Cの場合は「NNN」
(4) 出⼒種類／SCI
 N: なし (J-CVM 出⼒のみ)
(5) TI (センサ⼊⼒)部コネクタ
 N: なし
 C: TI 部コネクタ付き

J-CVM-□/□
                  (1) (2)
(1) 最⼤負荷電流
　3: 3A ⾃然空冷仕様
　5: 5A 外部強制空冷仕様(*)
  (*)3A 以下で使⽤する場合は⾃然空冷可
(2) SSR 出⼒ (ヒータ出⼒) 部コネクタ
　N: なし
　C: SSR 出⼒部コネクタ付き

J-CVM-□/□
                  (1) (2)
(1) 最⼤負荷電流
　3: 3A ⾃然空冷仕様
　5: 5A 外部強制空冷仕様(*)
  (*)3A 以下で使⽤する場合は⾃然空冷可
(2) SSR 出⼒ (ヒータ出⼒) 部コネクタ
　N: なし
　C: SSR 出⼒部コネクタ付き
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J-CVM SSRユニットSSRユニット
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温度⼊⼒モジュール温度⼊⼒モジュール

J-TI 温度⼊⼒モジュール温度⼊⼒モジュール

J-TI

J-TI-A
J-TI-B

J-TI-A J-TI-C
J-TI-B

J-TI-C

温度⼊⼒モジュール温度⼊⼒モジュール
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法

J-TI-A (16ch)とJ-TI-B (8ch)の⼨法は
同様となります。
取付奥⾏き︓
接続ケーブルの配線スペースを考慮して、
取り付けてください。

図はJ-CVM-5を使⽤していますが、J-CVM-3の場合も同じ⼨法です。
取付奥⾏き︓
接続ケーブルの配線スペースを考慮して、取り付けてください。
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* お買い上げ後のグループ内・グループ間の変更は可能です
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